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が
不
可
欠
だ
と
し
、
現
場
経

験
に
基
づ
く
「
違
和
感
」
や

因
果
関
係
の
見
極
め
は
、
依

然
と
し
て
人
間
の
領
域
と
の

見
解
を
示
し
た
。
山
川
氏
も

「
鑑
定
人
は
不
審
点
を
粘
り

強
く
主
張
し
続
け
る
存
在
で

あ
る
べ
き
だ
」
と
述
べ
、
Ａ

Ｉ
を
過
度
に
恐
れ
る
の
で
は

な
く
、
適
切
に
活
用
し
な
が

ら
感
性
と
経
験
を
磨
く
重
要

性
を
強
調
し
た
。
越
前
氏

は
、
複
数
方
向
か
ら
撮
影
し

た
画
像
の
整
合
性
確
認
な

ど
、
現
時
点
で
考
え
ら
れ
る

対
策
を
紹
介
し
つ
つ
、
技
術

と
人
の
目
を
組
み
合
わ
せ
た

対
応
の
必
要
性
を
示
し
た
。

さ
し
野
損
害
鑑
定
代
表
取
締

役
の
竹
内
康
人
氏
、
三
和
鑑

定
事
務
所
の
清
水
周
氏
、
高

本
損
害
鑑
定
事
務
所
の
浅
野

麗
奈
氏
が
登
壇
し
た
。

　
清
水
氏
か
ら
紹
介
さ
れ
た

築
30
年
の
建
物
で
同
時
に
４

台
の
エ
ア
コ
ン
が
故
障
し
た

事
例
で
は
、
事
故
発
生
後
、

技
術
士
や
メ
ー
カ
ー
担
当
者

が
同
行
し
て
立
会
調
査
が
行

わ
れ
た
。
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
社

の
落
雷
証
明
書
で
は
敷
地
北

西
約
７
０
０
㍍
先
で
雷
が
観

測
さ
れ
て
い
た
他
、
メ
ー
カ

ー
側
も
当
初
は
「
落
雷
が
原

因
」
と
す
る
見
解
を
示
し
て

い
た
も
の
の
、
断
定
で
き
る

物
証
に
乏
し
か
っ
た
こ
と
か

ら
、
鑑
定
上
は
慎
重
な
判
断

が
求
め
ら
れ
る
事
案
だ
っ
た

と
い
う
。

　
こ
の
事
例
を
踏
ま
え
、
専

門
家
の
立
場
か
ら
松
井
氏

は
、
セ
ン
サ
ー
観
測
に
は
一

定
の
誤
差
が
生
じ
得
る
点
を

指
摘
し
た
上
で
、
「
今
回
の

ケ
ー
ス
で
は
エ
ア
コ
ン
の
サ

ー
ジ
ア
ブ
ソ
ー
バ
（
サ
ー
ジ

電
圧
か
ら
電
子
機
器
を
保
護

す
る
部
品
）
に
異
常
が
見
ら

れ
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
別

の
原
因
に
よ
る
可
能
性
が
高

い
」
と
の
見
解
を
示
し
た
。

一
方
、
清
水
氏
も
実
施
し
た

立
会
調
査
の
結
果
と
し
て
、

故
障
し
た
４
台
中
３
台
に
は

基
板
の
損
傷
が
な
く
、
残
る

１
台
に
つ
い
て
も
サ
ー
ジ
器

が
正
常
だ
っ
た
と
説
明
。
こ

れ
ら
の
調
査
結
果
を
踏
ま

え
、
当
該
事
案
で
は
落
雷
と

の
因
果
関
係
は
認
め
ら
れ
な

い
と
判
断
し
た
と
報
告
し

た
。

　
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
で
は
、
落
雷
発
生
地
点
と

の
距
離
だ
け
で
因
果
関
係
を

判
断
す
る
こ
と
の
難
し
さ

や
、
雷
被
害
の
確
認
方
法
を

巡
る
実
務
上
の
課
題
が
議
論

さ
れ
た
。
そ
の
上
で
、
最
終

的
に
は
、
専
門
家
が
示
す
物

証
や
現
場
調
査
の
結
果
を
踏

ま
え
、
慎
重
に
判
断
す
る
こ

と
の
重
要
性
が
共
有
さ
れ

た
。

　
後
半
は
、
生
成
Ａ
Ｉ
を
テ

ー
マ
に
据
え
た
講
演
と
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行

わ
れ
た
。
は
じ
め
に
国
立
情

報
学
研
究
所
研
究
主
幹
・
教

授
の
越
前
功
氏
が
、
「
イ
ン

フ
ォ
デ
ミ
ッ
ク
時
代
に
お
け

る
フ
ェ
イ
ク
メ
デ
ィ
ア
克
服

の
最
前
線
」
と
い
う
題
目
で

講
演
し
た
。
冒
頭
で
越
前
氏

は
フ
ェ
イ
ク
画
像
に
関
し
て

３
枚
の
顔
写
真
を
提
示
し
、

ど
れ
が
本
物
か
を
会
場
に
問

い
掛
け
た
。
回
答
は
割
れ
た

も
の
の
、
正
解
は
「
い
ず
れ

も
Ａ
Ｉ
が
生
成
し
た
偽
画

像
」
で
、
現
代
の
生
成
Ａ
Ｉ

が
髪
の
毛
１
本
１
本
の
質
感

ま
で
緻
密
に
再
現
で
き
る
こ

と
に
、
会
場
か
ら
は
驚
き
の

声
が
上
が
っ
た
。

　
続
い
て
顔
置
換
え
技
術

（
フ
ェ
イ
ス
ス
ワ
ッ
プ
）
に

つ
い
て
述
べ
、
約
５
年
前
の

Ｇ
ｏ
ｏ
ｇ
ｌ
ｅ
の
実
験
で
既

に
人
物
の
顔
を
自
然
に
置
換

で
き
て
い
た
こ
と
を
紹
介

し
、
「
現
段
階
で
人
の
目
で

は
ほ
と
ん
ど
見
分
け
が
つ
か

な
い
レ
ベ
ル
ま
で
進
化
し
て

い
る
」
と
説
明
し
た
。
ま

た
、
Ａ
Ｉ
生
成
の
影
響
範
囲

が
画
像
に
と
ど
ま
ら
ず
、
音

声
や
文
章
に
も
広
が
っ
て
い

る
こ
と
も
紹
介
し
た
。

　
こ
う
し
た
フ
ェ
イ
ク
メ
デ

ィ
ア
全
般
へ
の
対
策
技
術
の

一
例
と
し
て
、
同
氏
は
「
サ

イ
バ
ー
ワ
ク
チ
ン
」
を
提
案

し
た
。
こ
れ
は
実
在
す
る
人

の
顔
画
像
に
特
徴
情
報
を
埋

め
込
み
、
後
か
ら
Ａ
Ｉ
に
よ

っ
て
生
成
・
変
換
が
行
わ
れ

た
場
合
で
も
元
画
像
の
特
徴

を
復
元
で
き
る
仕
組
み
で
、

深
層
偽
造
を
技
術
的
に
阻
止

・
検
出
す
る
手
法
だ
と
解
説

し
た
。

　
さ
ら
に
同
氏
は
、
２
０
２

１
年
に
発
表
し
た
「
Ｓ
ｙ
ｎ

ｔ
ｈ
ｅ
ｔ
ｉ
ｃ 

Ｖ
ｉ
ｓ
ｉ

ｏ
ｎ
（
シ
ン
セ
テ
ィ
ッ
ク
ビ

ジ
ョ
ン
）
」
と
呼
ぶ
Ａ
Ｉ
検

出
技
術
を
紹
介
。
大
量
の
動

画
デ
ー
タ
を
解
析
し
、
Ａ
Ｉ

に
よ
っ
て
生
成
・
改
変
さ
れ

た
と
判
定
さ
れ
た
箇
所
を
可

視
化
し
て
示
す
検
出
ツ
ー
ル

で
、
多
く
の
企
業
・
機
関
に

導
入
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。

越
前
氏
の
研
究
チ
ー
ム
は
こ

の
他
に
も
、
Ａ
Ｉ
生
成
文
章

の
判
定
モ
デ
ル
な
ど
を
開
発

し
て
お
り
、
国
内
外
の
研
究

拠
点
と
連
携
し
な
が
ら
技
術

基
盤
の
整
備
を
進
め
て
い
る

と
述
べ
た
。

　
講
演
後
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
に
は
、
名
鑑
の

山
川
僚
介
氏
を
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
と
し
て
、
越
前
氏
に

加
え
、
ア
ス
カ
総
合
鑑
定
の

加
藤
達
弥
氏
、
湊
損
害
鑑
定

の
溝
渕
洋
二
氏
が
登
壇
し

た
。
冒
頭
は
加
藤
氏
が
、
生

成
Ａ
Ｉ
に
よ
る
損
害
調
査
写

真
の
偽
造
・
加
工
を
題
材
に

し
た
ク
イ
ズ
形
式
の
デ
モ
を

実
施
。
熱
割
れ
し
た
窓
ガ
ラ

ス
や
Ｉ
Ｈ
ク
ッ
キ
ン
グ
ヒ
ー

タ
ー
の
損
傷
画
像
を
生
成
Ａ

Ｉ
で
作
成
し
た
事
例
を
示

し
、
簡
単
な
操
作
で
精
巧
な

損
害
画
像
が
作
れ
る
現
状
と

対
策
を
紹
介
し
た
。

　
そ
の
後
、
「
生
成
Ａ
Ｉ
の

進
化
に
よ
っ
て
鑑
定
人
の
業

務
は
ど
う
変
わ
る
か
」
を
テ

ー
マ
に
意
見
が
交
わ
さ
れ

た
。
溝
渕
氏
は
、
現
状
で
は

生
成
Ａ
Ｉ
は
補
助
的
な
道
具

に
と
ど
ま
り
、
鑑
定
書
作
成

や
事
故
状
況
の
判
断
と
い
っ

た
本
質
的
業
務
は
人
の
判
断

　
開
会
に
先
立
ち
あ
い
さ
つ

し
た
同
協
会
の
太
田
英
俊
会

長
は
、
全
国
各
地
で
集
中
豪

雨
や
暴
風
、
落
雷
な
ど
の
自

然
災
害
が
多
発
し
て
い
る
と

報
告
し
た
上
で
、
こ
う
し
た

状
況
下
で
も
業
界
の
発
展
と

知
見
共
有
を
目
的
に
同
フ
ォ

ー
ラ
ム
の
開
催
が
11
回
目
を

迎
え
ら
れ
た
こ
と
に
感
謝
の

意
を
示
し
た
。
さ
ら
に
今
回

は
、
昨
年
の
第
10
回
記
念
大

会
後
の
「
新
た
な
ス
タ
ー

ト
」
と
位
置
付
け
、
メ
イ
ン

テ
ー
マ
を
「
挑
戦
～
損
害
鑑

定
を
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
へ

～
」
と
し
た
と
説
明
し
た
。

　
は
じ
め
に
、
落
雷
事
故
の

損
害
鑑
定
に
関
す
る
講
演
が

行
わ
れ
、
（
一
社
）
日
本
雷

保
護
シ
ス
テ
ム
工
業
会
技
術

委
員
会
委
員
長
の
山
田
康
春

氏
が
登
壇
し
た
。
山
田
氏
は

雷
が
発
生
す
る
気
象
条
件
を

説
明
し
た
上
で
、
雷
に
は
建

物
に
直
接
落
ち
て
電
流
が
流

れ
る
「
直
撃
雷
」
と
、
直
撃

雷
発
生
時
の
電
磁
界
で
近
隣

の
配
電
線
等
に
誘
導
さ
れ
る

「
誘
導
雷
」
が
あ
る
と
解

説
。
直
撃
雷
に
は
落
下
地
点

の
地
面
を
高
電
位
に
し
、
建

物
内
に
逆
流
し
て
複
数
箇
所

に
影
響
を
及
ぼ
す
ケ
ー
ス
が

あ
る
と
い
う
。

　
一
方
で
、
適
切
な
避
雷
針

や
Ｌ
Ｐ
Ｓ
（
雷
保
護
シ
ス
テ

ム
）
を
設
置
し
て
い
れ
ば
、

落
雷
に
よ
る
被
害
は
発
生
し

に
く
い
と
強
調
し
た
。
山
田

氏
は
、
火
災
報
知
器
や
立
体

駐
車
場
な
ど
の
制
御
シ
ス
テ

ム
、
監
視
カ
メ
ラ
と
い
っ
た

設
備
が
、
近
年
、
落
雷
を
原

因
と
し
て
故
障
す
る
事
例
が

増
え
て
い
る
と
指
摘
し
、
建

物
の
外
観
損
傷
だ
け
で
な

く
、
内
部
設
備
に
も
影
響
が

及
ぶ
点
に
注
意
が
必
要
だ
と

述
べ
た
。
ま
た
、
講
演
で

は
、
風
力
発
電
設
備
の
ブ
レ

ー
ド
や
ア
ン
テ
ナ
が
雷
に
よ

っ
て
損
壊
し
た
事
例
写
真
を

示
し
、
落
雷
被
害
の
多
様
な

様
相
を
紹
介
し
た
。

　
次
に
㈱
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
・

ジ
ャ
パ
ン
取
締
役
の
松
井
倫

弘
氏
が
登
壇
し
、
雷
観
測
の

最
前
線
を
紹
介
し
た
。
同
社

で
は
日
本
全
国
に
雷
観
測
セ

ン
サ
ー
網
を
構
築
し
て
お

り
、
ゴ
ル
フ
場
や
遊
園
地
、

新
幹
線
基
地
、
ロ
ケ
ッ
ト
打

ち
上
げ
施
設
な
ど
に
向
け
て

雷
検
知
デ
ー
タ
を
提
供
し
て

い
る
。

　
日
本
列
島
全
体
で
は
、
雷

は
年
間
で
延
べ
数
百
万
回
も

発
生
し
て
お
り
、
夏
の
７
～

８
月
が
ピ
ー
ク
だ
が
、
東
北

地
方
の
日
本
海
沿
岸
な
ど
で

冬
場
に
発
生
す
る
雷
に
は
特

異
点
が
あ
る
と
い
う
。
松
井

氏
に
よ
る
と
、
日
本
の
冬
雷

は
夏
雷
の
約
１
０
０
倍
も
の

電
荷
量
を
持
つ
こ
と
も
あ

り
、
風
力
発
電
機
１
基
を
破

壊
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
有
す

る
例
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
に

日
本
独
特
の
雷
環
境
が
あ
る

た
め
、
損
害
鑑
定
で
は
秋
冬

に
も
注
意
が
必
要
だ
と
解
説

し
た
。
国
内
で
は
秋
田
県
や

石
川
県
で
年
間
を
通
じ
て
50

日
近
く
雷
が
観
測
さ
れ
る
地

域
も
あ
り
、
必
ず
し
も
夏
だ

け
の
現
象
で
は
な
い
こ
と
が

あ
ら
た
め
て
紹
介
さ
れ
た
。

　
講
演
後
は
甘
糟
鑑
定
事
務

所
の
小
森
成
示
氏
を
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
た
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
移

り
、
落
雷
事
案
の
具
体
例
を

も
と
に
議
論
が
進
め
ら
れ

た
。
先
の
講
演
に
登
壇
し
た

山
田
氏
、
松
井
氏
の
他
、
む

最
新
の
現
場
知
見
共
有
、鑑
定
業
務
の
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
へ

第
11
回
損
害
鑑
定
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催

落
雷
事
故
と
生
成
Ａ
Ｉ
テ
ー
マ
に
議
論

　
日
本
損
害
鑑
定
協
会
は
11
月
29
日
、
東
京
都
千
代
田
区
の
御
茶
ノ
水
ソ
ラ
シ
テ
ィ
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
セ

ン
タ
ー
で
「
第
11
回
損
害
鑑
定
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
開
催
し
た
。
メ
イ
ン
テ
ー
マ
は
「
挑
戦
～
損
害
鑑
定
を

新
た
な
ス
テ
ー
ジ
へ
～
」
。
今
回
は
「
落
雷
事
故
」
と
「
生
成
Ａ
Ｉ
の
最
新
動
向
」
の
二
つ
に
焦
点
を
当

て
、
各
分
野
の
専
門
家
に
よ
る
講
演
と
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
。
会
場
に
は
全
国
か
ら

会
員
所
属
鑑
定
人
や
保
険
会
社
関
係
者
が
集
ま
り
、
オ
ン
ラ
イ
ン
配
信
を
通
じ
て
も
多
数
が
参
加
し
た
。

日本損害鑑定協会

太田会長

山田氏

松井氏

越前氏

「落雷」パートのパネルディスカッションの模様

「生成ＡＩ」パートのパネルディスカッションの模様


